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まちのスケジュール

し尿汲取り日

ごみ収集日

［クリーン㈱］　 72-1401（頓原地域）
［クリーン㈱］　 76-2441（赤来地域）

決められた日時を
必ずお守りください。

収集地区 収集日 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

25日（月）
27日（水）
26日（火）
18日（月）
21日（木）
19日（火）

11日（月）
13日（水）
12日（火）
4日（月）
6日（水）
5日（火）

20日（水）

27日（水）

頓原連坦地
八神連坦地
連坦地以外
赤名連坦地
来島連坦地
連坦地以外

汲取り地区
頓原・志々
赤　名
来　島

汲取り日
　6日（水）
22日（金）
13日（水）

8日（金）
27日（水）
16日（土）

資源物

［いいしクリーンセンター］　 72-9217
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町の人口　4,467人（前月比-15人）  世帯数2,011戸　R6.2.1 現在 スマホで
広報誌を
読んでみ
ませんか

頓　

原

赤　

来

しまね家庭の日
おはなし会【英語で楽しもう】(中央図書館）

歴史文化講演会【100年レールの駅舎】
（赤名改善センター）

国民健康保険料納期限
はぴこ無料結婚相談会（役場本庁舎）※予約制

後期高齢者医療保険料納期限

飯南高卒業式

ほっと。Café（来島保健センター）

1歳6ヵ月児・3歳児健診（保健福祉センター）

飯南ラボフォーラム（赤名改善センター）

小学校卒業式

フラワーアレンジメント教室（赤名改善センター）

みんなの広場映画祭（来島交流センター）

図書館健康講座（来島交流センター）

公立高校一般選抜試験

中学校卒業式

ほっと。Café（来島保健センター）

飯南三校合同定期演奏会（ふれあいホールみせん）

修了式（小中学校）
終業式（飯南高）

保育所育了式

春分の日

　

先
日
、娘
が
は
た
ち
の
集
い（
旧
成
人
式
）

に
出
席
し
ま
し
た
。ま
だ
高
校
生
の
息
子
も

い
ま
す
け
ど
、20
年
間
の
子
育
て
は
、長
い

よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
な
と
感
じ

て
い
ま
す
」と
話
す
平
田
恵
さ
ん
。家
族
４

人
、松
江
市
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

16
歳
で
長
女
を
出
産
し
、18
歳
で
結
婚

し
た
平
田
さ
ん
。初
め
て
の
子
育
て
は
仕

事
と
の
両
立
も
あ
り
、大
変
だ
っ
た
と
言

い
ま
す
。そ
れ
で
も
、夫
の
章
悟
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、同
居
し
て
い
た
両
親
や
義
父
母

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
笑
顔
で
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。

　
「
飯
南
町
の
こ
と
は
好
き
で
し
た
し
、

ず
っ
と
住
む
つ
も
り
で
し
た
け
ど
、夫
の
仕

事
で
松
江
市
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」と
平
田
さ
ん
。家
族
４
人
で
ま
た
新

た
な
生
活
と
な
り
ま
し
た
が
、マ
マ
友
や
趣

味
の
安
来
節
で
知
り
合
っ
た
方
々
と
の
交

流
も
あ
り
、徐
々
に
生
活
に
慣
れ
て
き
た
そ

う
。「
２
年
前
、こ
ち
ら
に
家
も
建
て
ま
し

た
。今
後
、飯
南
町
で
生
活
す
る
こ
と
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。そ

れ
で
も
飯
南
町
に
愛
着
は
あ
る
と
平
田
さ

ん
。「
夫
の
実
家（
下
来
島
）の
田
植
え
や
稲

刈
り
に
は
手
伝
い
に
行
き
ま
す
し
、毎
月
の

よ
う
に
帰
省
し
て
い
ま
す
。支
え
ら
れ
て
き

た
分
、私
な
り
に
何
か
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」と
続
け
ま
す
。

　
「
娘
は
働
き
始
め
ま
し
た
し
、息
子
も
後

２
年
で
高
校
卒
業
。も
う
少
し
し
た
ら
、子

育
て
が
一
段
落
し
ま
す
」と
話
す
平
田
さ

ん
。最
近
は
、今
後
の
生
活
を
考
え
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
。「
結
婚
し
た
時
か
ら
あ
ま
り

夫
と
２
人
の
時
間
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。こ

れ
か
ら
は
、旅
行
に
出
掛
け
た
り
、お
酒
を

楽
し
ん
だ
り
で
き
れ
ば
い
い
か
な
」と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

周
り
の
人
に

支
え
ら
れ
て

平田　　恵
（旧姓：若林）

31
このまちに住んで
いようと、なかろう
と、ルーツをたどれ
ば飯南町。生まれや
育ちは違っても、飯
南町に縁やゆかり
がある。そんな人た
ちを紹介します。今
回登場した人が次
の人を指名。つなが
り続くよどこまで
も。

飯南町赤名出身。飯
南高校の同級生だっ
た夫、章悟さんと18
歳の時に結婚。24歳
の時に章悟さんの仕
事の関係で松江市に
移住。現在は、飲食店
に勤務しながら、趣
味の安来節を楽しむ
（37歳）

小学４年生から30年近く続けてい
る安来節（民謡）。今でも、安来節飯
南支部に所属し、月に２回程度飯南
町内で練習をしているそう。「毎年、
来島地区文化祭で披露する機会を
いただいています。今後も続けてい
きたいです」と話していました。特集  みんなで考える脱炭素のまち

野球しようぜ！体験会野球しようぜ！体験会野球しようぜ！体験会
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笑顔あふれるまち  飯南町

ひらた けい



2024.2（No.230） 2

今
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と

将来のために、

3

みんなで考える脱炭素のまち
Carbon Newtra l Town I inan

　近年、地球温暖化による気候変動が、世界
中の人々や生態系に影響を与える深刻な問
題となっています。
　本町でも、令和３年７月豪雨では多くの被
害がもたらされ、今年の冬は記録的な暖冬と
なっています。
　地球温暖化に対する個人の取組は小さい
かもしれませんが、積み重なれば大きな力に
なります。
　今月は、全世界の共通課題「地球温暖化・
脱炭素」について考えてみたいと思います。

令和５年３月、町は2050年
までにCO2の排出量を実質
ゼロとする「ゼロカーボンシティ」を
宣言し、脱炭素のまちを目指しています。

　本町のCO2排出量は、令和２年度で4万3千
t-CO2であり、部門別にみると、産業部門が最も多
く、次いで運輸部門が多くなっています。
※平成28（2016）年度以降はおおむね減少傾向。

　本町では、2030年度のCO2排出量を2013年度
比で59％削減し、2050年までに「CO2排出量実
質ゼロ」の実現を目標としています。
　目標達成のため、令和６年１月「飯南町脱炭素
のまち推進計画」を策定。今後、計画的に脱炭素
の取組を進めていきます。
※イラスト（作：かげやま まき）は、これからの取組
を表したもの。計画の概要版は２月の自治区文書で
各戸に配布。

　

本
町
は
、年
平
均
気
温
が
、島
根
県

内
で
最
も
低
い
地
域
で
す
が
、50
年
間
で

緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
３
月
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変

動
の
評
価
を
行
う
国
際
的
な
会
議
）で

は
、人
間
の
活
動
が
現
状
の
地
球
温
暖

化
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
結
論
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、今
後
も
同
様
に
温
室
効
果

ガ
ス
を
排
出
す
れ
ば
、最
良
の
推
計
で

も
２
０
４
０
年
ま
で
に
1.5
度
上
昇
す
る

と
予
測
。「
こ
の
10
年
間
の
行
動
は
、現

在
か
ら
数
千
年
先
ま
で
影
響
す
る
」と

し
、急
速
か
つ
大
幅
な
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

飯
南
町
の
温
暖
化

大
雨
な
ど
の
異
常
気
象
が
増
え
る
と
、

災
害
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

10
年
に一
度
の
豪
雨
が
発
生
す
る
確

率
は
、平
均
気
温
が
1.5
度
上
昇
す
る
と

10
・５
％
、2
度
上
昇
す
る
と
14
％
、3

度
上
昇
す
る
と
、30・２
％
増
加
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
面
で
は
、降
雪
量
が
減
り
、雪

解
け
水
が
減
少
す
る
こ
と
で
農
業
用
水

に
影
響
。気
温
が
変
化
す
る
こ
と
で
、農

作
物
の
生
産
性
に
も
大
き
く
影
響
し

ま
す
。そ
の
た
め
、気
候
変
動
に
合
わ
せ

た
農
作
物
の
品
種
選
定
や
栽
培
方
法

の
対
応
が
必
要
で
す
。

CO2排出量の現状

将来の削減目標

温室効果ガスってナニ？？？

●二酸化炭素（CO2）　●六フッ化硫黄（SF6）　●メタン（CH4）
●パーフルオロカーボン類（PFCs）　●一酸化二窒素（N2O）
●三フッ化窒素（NF3）●ハイドロフルオロカーボン類（HFCs）

以下の7種類の
ガスのことを言うだにゃ～

温
暖
化
の
影
響

（℃）
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赤名

［気温の変化］

横田 松江 高野
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2013年度 2030年度 2050年度

対策を行わなくても
見込まれる削減
電力排出係数の低減に
よる削減
省エネ対策による削減
再エネ導入による削減
新技術等による削減
森林吸収による差し引き
CO2排出量

残存分を森林吸収の
一部で差し引き

推計実績
（千ｔ－CO2）
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みんなで考える脱炭素のまち
Carbon Newtra l Town I inan

島根県立大学地域政策学部

豊田　知世 准教授
（飯南町脱炭素のまち推進計画策定委員会 会長）

とも

らい こう いさお

のぶ ゆき さ りゆ

よ

ソーラーパネルでお得な生活

来光　功 さん（下赤名）

上限20万円（5万円/kW）
上限7万円（10/10）
上限30万円（1/2） 
上限80万円（2/3）

4kW以上のパネル設置
住民課［来島支所］
（76-2393）

太陽光パネル設置
蓄電池設置
太陽熱利用設置
薪ストーブ・薪ボイラー・木質チップボイラー設置

●Ｈ25年（事業所） Ｈ29年（自宅）に
　ソーラーパネルを設置

渡邉　信幸 さん 小百合 さん
（下来島）
●日産リーフ（40ｋｗ）に乗って６年

快適な電気自動車で財布と環境に優しく

脱炭素のまちづくり講演会開催

　飯南町は森林資源が多いことが、
脱炭素にとって大きな強みであると
言えます。
　これまで山からは、さまざまな恵
みを受けてきましたが、これからは
「ＣＯ２の吸収」という新たな価値
を生み出す資源として認識が必要
です。
　飯南町は早くから「Ｊ－クレジット」
の取組を進めていますし、他の自治
体に先駆け「ソーシャルクレジット
化」も始めました。この仕組みを活
用し、森林整備など循環型社会の
構築につなげてほしいです。

　これまで、ＣＯ２は目に見えないた
め、温暖化と言っても実感の湧かな
いものでしたが、近年になり、自然環

境の変化として、目に見えて分かるよ
うになったのではないでしょうか。
　そこで、皆さんの今の行動や使っ
ている物の背景を考えてほしいと思
います。
　例えば、地産地消も実は脱炭素で
す。地元の農作物を消費することで、
国内外からの輸送コストを下げ、燃
料消費が抑えられます。他にも、節水
シャワーヘッドへの交換や蛇口を少
し閉めることも効果的です。水道水
をろ過するための浄水場の電気使用
量が抑えられます。
　節約にしか見えない行動でも、見
方を変えると脱炭素につながってい
ることは日常生活にたくさんありま
す。一斉に変えることは難しいです
が、個人でできることから始めること
が大事です。

町民の皆さんへ 専門家から
飯南町の特徴と
アドバイス

町内でも脱炭素の取組が進んでいます

何からはじめる？無理のない省エネ節約術

Ｑ 導入のきっかけは。
Ａ もともと興味はありましたし、仕事
の関係でいろいろと話をする中で、経
済性を考えて決めました。
Ｑ 発電した電気はどうしていますか。
Ａ 事業所は全量売電、自宅は自家消
費し、余った分は売電しています。最
近は電気代が高いので、自家消費に
充てることで電気代の削減につなが
っています。

 空調は主にエアコンを使っています
が、断熱性能の高い家にしたので、暖
房に使う電気自体も減らせています。
Ｑ 雪の影響はありますか。
Ａ 雪が積もるとほとんど発電はしま
せん。少し気温が上がり雪が解けて
くると、雪が滑り落ちるので、また発
電してくれます。冬でも十分効果はあ
りますね。

Ｑ 購入のきっかけは。
Ａ 当時、電気自動車の運転支援機能
が優れていたことと、ランニングコスト
を削減できることから、これからは電
気自動車の時代だと思い決めました。
特に、高速道路では、自動運転技術
のお陰で遠出も楽になりましたし、費
用面でも安く移動できます。
Ｑ 雪道での運転はどうですか。
Ａ 意外と雪で動けなくなるようなこと
は一度も無いです。真冬の大山にも行き

ましたし、飯南町は除雪もしっかりして
いるので、困ったことはないですね。
Ｑ 充電満タンでどこまで行けます
か。
Ａ 松江市までなら大丈夫です。ただ
し、冬場に暖房を付けると、充電がど
んどん減っていくのでヒヤヒヤするこ
ともあります。
Ｑ オススメの使用方法は。
Ａ 毎日通勤などで移動する人には最
適だと思いますよ。他には、軽自動車

サイズもあるので、セカンドカーにも向
いているかもしれませんね。

脱炭素と聞くと、少しとっつきにくいイメージがあるかもし
れませんが、小さなことが脱炭素につながります。節約で
も脱炭素に。できることから始めてみませんか。
●侮るなかれ［冷蔵庫のスキマ］
　壁からできるだけ離して設置
【「上部と両側が壁等に接している場合」と「片側が壁に
　接している場合」の比較】
　年間で電気45.08kWhの省エネ、1,400円の節約、CO2
　削減量22.0kg
●お料理上手は節電上手
　野菜の下ごしらえに電子レンジを活用
【「ガスコンロ」から「電子レンジ」に変えた場合】
　年間でガス9.10m3→電気15.13kWh、1,000円の節約
　CO2削減量13.0kg

●１度なら下げられる
　設定温度を見直そう
【設定温度を21度→20度にした場合】
［石油ファンヒーター］
　年間で灯油10.22Lの省エネ、880円の節約、
　CO2削減量25.4kg
［エアコン］
　年間で電気53.08kWhの省エネ、1,650円の節約、　　
　CO2削減量25.9kg
●アクセルワークがキモ［自動車の運転］
　ふんわりアクセルのススメ
【5秒間で20km/h程度に加速した場合】
　年間でガソリン83.57Lの省エネ、11,950円の節約
　CO2削減量194.0kg

脱炭素補助金情報

●飯南町の脱炭素施策紹介
●講　演  人も地球も健康に？！快適で経済的なすこし未来の暮らしとは
　講　師  葭矢　崇司（公益財団法人 しまね自然と環境財団 環境事業課長）
●飯南町で活用できる省エネ関係補助金情報

［と　き］ 2024.2.27 （火） 18：30～20：00
［ところ］ みんなの広場来島交流センター

参加無料
申込不要

新エネルギー導入（町内事業者が施工）
実施内容 補助額（補助率） 要　件 担当課（電話番号）

上限20万円（2/10） 50万円以上の改修工事
事前にエコ診断を実施 建設課(76-3942)住宅のエコリフォーム工事

（断熱改修、節水型便器、高断熱浴槽等）

住宅リフォーム（町内事業者が施工）
実施内容 補助額（補助率） 要　件 担当課（電話番号）

6,000円分商品券/ｔ 産業振興課(76-2214)木材をバイオマスセンターに搬入
（「い～にゃん 森の恵み」林活プロジェクト）

林地残材収集
実施内容 買取価格 要　件 担当課（電話番号）

上限200万円（10/10）
10㎥：100万円
（10㎥を超えた場合は、　
1㎥毎に10万円を加算）

10㎥以上を使用

事前登録制につき要相談

産業振興課(76-2214)住宅の新築、増改築に町産材を使用

町産材活用
実施内容 補助額（補助率） 要　件 担当課（電話番号）

プ
ロ
グ
ラ
ム

町で行っている脱炭素に関連した補助金や制度をご紹介
※活用の際は、事前に担当課にお問い合わせください。

※1

※2

※1　町有林整備によるCO2吸収量をクレジット化したもので、自治体や企業への販売が可能
※2　飯南町、兵庫県伊丹市、大阪府阪南市、(株)ソーシャル・エックスで取り組む新たなCO2吸収クレジットの種類

よし  や



メンテナンスも作業も安全を意識して

草
刈
り
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て

刈
払
機
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
会

　

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
文
部
科
学
省
主

催
の「
全
国
い
じ
め
問
題
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

に
、島
根
県
代
表
と
し
て
頓
原
中
３
年
生
の

熊
本
葵
さ
ん
と
黒
田
若
佐
さ
ん
が
参
加
。頓

原
中
の
取
組
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
、い
じ
め
の
問
題
に
真
剣
に

向
き
合
え
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
、全
国
各
地

の
取
組
を
更
に
後
押
し
す
る
こ
と
が
目
的
。

２
人
は
多
く
の
教
育
関
係
者
の
前
で
、「
頓

原
中
の
絆
」と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
。質
問

に
も
臨
機
応
変
に
対
応
さ
れ
ま
し
た
。

２
人
は「
全
国
の
小
中
学
生
と
交
流
し
、良

い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
い
じ
め
問
題
子
供
サ
ミ
ッ
ト

頓
原
中
の
生
徒
が
発
表

手製のフリップやポスターを使って発表

琴
引
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場
で
、

飯
南
町
と
も
だ
ち
づ
く
り
ツ
ア
ー
実
行
委

員
会
が
主
催
す
る「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ー
交

流
会
In
飯
南
町
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
、町
内
外
か
ら
若
者
な
ど
23

人
が
参
加
。ス
タ
ッ
フ
含
め
、自
己
紹
介
の

後
、夜
の
貸
し
切
り
の
ゲ
レ
ン
デ
で
、ス

キ
ー
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
み
な
が
ら

交
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
見
か
け
た
こ
と
は
あ

る
け
ど
、話
し
た
こ
と
が
な
い
人
と
交
流

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

次
の
草
刈
り
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、赤
名

公
民
館
主
催
の「
刈
払
機
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講

習
会
」が
赤
名
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
あ

ら
た
め
て
、刈
払
機
の
作
業
に
つ
い
て
学

び
、怪
我
や
事
故
を
防
ぐ
こ
と
と
、道
具
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
目
的
。

参
加
者
は
、農
業
機
械
１
級
整
備
士
の

資
格
を
持
つ
門
脇
勝
二
さ
ん（
下
赤
名
）に

教
わ
り
な
が
ら
、自
ら
の
刈
払
機
を
整
備

し
た
り
、使
用
方
法
な
ど
を
確
認
し
た
り

し
ま
し
た
。冬

の
飯
南
町
を
楽
し
も
う

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
交
流
会

　

飯
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
雲
南
広
域

福
祉
会
の
呼
び
か
け
で
、町
内
で
手
話
体
験

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
、ろ
う
講
師
の
竹
下
浩
二
さ
ん

（
雲
南
市
）と
手
話
通
訳
者
の
三
澤
砂
由
美
さ

ん（
奥
出
雲
町
）か
ら
、挨
拶
や
自
己
紹
介
な
ど

の
手
話
表
現
を
学
び
ま
し
た
。今
年
度
は
頓
原

小
と
来
島
小
の
児
童
、赤
来
中
と
飯
南
高

J
R
C
部
の
生
徒
が
手
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。

社
協
の
大
坂
さ
ん
は「
１
月
19
日
に
は
、

一
般
向
け
の
講
座
も
あ
り
、地
域
全
体
で
手

話
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。 楽

し
み
な
が
ら
手
話
を
学
ぶ

手
話
体
験
教
室
開
催

来
島
小
の
３
年
生
が
、来
島
交
流
セ
ン

タ
ー
に
約
２
・
２
メ
ー
ト
ル
の
大
し
め
縄
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。　　

　

寄
贈
さ
れ
た
し
め
縄
は
、ま
ち
の
伝
統
技

術
で
あ
り
、文
化
の
一
つ
の
し
め
縄
づ
く
り

体
験
を
と
お
し
て
、歴
史
や
文
化
を
学
び
、ふ

る
さ
と
へ
の
誇
り
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、赤
名
小
と
来
島
小
の
３
年
生
が
製
作
し

た
も
の
で
す
。

　

来
島
小
の
和
久
利
侑
生
さ
ん
は「
自
分
た

ち
が
20
歳
に
な
る
ま
で
展
示
し
て
あ
り
ま

す
。た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
み
て
も
ら
い
た

い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
文
化
・
伝
統
に
触
れ
て

小
学
生
が
し
め
縄
を
寄
贈

金賞の小野那佑太さん（赤名小） 金賞の加瀬部敬一朗さん（来島小）

1.26
金

1.27
土
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みんな笑顔で交流会がスタート

　

町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
意
識
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、教
育
・
啓
発
活
動
の
一
環

で
、小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
に「
家
族

で
つ
く
る
人
権
標
語
」を
募
集
。今
年
度
は

１
３
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
会
で
は
、特
に
優
秀
と
さ
れ
た
12

点
を
選
出
。そ
の
内
の
２
点
を
金
賞
に
決

定
し
ま
し
た
。今
後
、こ
の
12
点
を
本
広
報

誌
に
毎
月
１
点
ず
つ
掲
載
予
定
で
す
。

人
権
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

家
族
で
作
る
人
権
標
語

「イイネ！」より　本当の笑顔が　見たいよね

多様性　認めあいから　ひろがる世界

いいところ　見つける心　育てたい

大人の戦争やめようよ　僕らは平和を求めてる

おはようで　きょう一日の　エネルギー

「流されない」　差別をなくす　自分の一歩

すてきだな　みんなのいいとこ　また見っけ

きっといる　あなたの力に　なる人が

大丈夫？　その一言で　救われる

あいさつで　地域の人と　関わりを

そだてよう　やさしさのたね　えがおさく

話し合い　心の力　つけたいなぁ

令
和
５
年
度　

家
族
で
作
る
人
権
標
語　

優
秀
作
品

「力を合わせて製作しました」と笑顔が溢れました 参加者の皆さんも和やかなで楽しそうな雰囲気

1.19
金

1.23
火

1.13
土

今年一年の安全を願い、新団長を先頭に行進

ま
ち
の
安
心
・
安
全
の
た
め

飯
南
町
消
防
出
初
式

飯
南
町
消
防
出
初
式
が
赤
名
地
区
で
挙

行
さ
れ
、１
５
４
人
の
消
防
団
員
が
出
動
し

ま
し
た
。

　

屋
外
行
事
で
は
、町
長
へ
の
出
動
人
員
報

告
、通
常
点
検
を
実
施
後
、町
民
の
皆
さ
ん

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、分
団
ご
と
に
隊
列

を
組
み
、赤
名
連
坦
地
を
行
進
し
ま
し
た
。

　

赤
名
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
の
式

典
で
は
、能
登
半
島
地
震
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、深
石
新
団

長
の
訓
示
、澤
田
前
団
長
へ
の
感
謝
状
贈

呈
、各
種
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1.14
日

な　ゆ　た けいいちろう

●金賞　加瀬部敬一朗　来島小 6年生／家族名 加瀬部真莉

●金賞　小野那佑太　赤名小 6年生／家族名 小野　大輔

●銀賞　吉田　希一　頓原小 3年生／家族名 吉田　育枝

●銀賞　伊藤隆之介　頓原小 6年生／家族名 伊藤　智宏・さなえ

●銀賞　梶川　紬葵　志々小 2年生／家族名 梶川　光夫・郁子

●銀賞　三島　麻陽　赤名小 6年生／家族名 三島　理加

●銅賞　藤原　健心　頓原小 1年生／家族名 藤原　舞

●銅賞　橋村　希　頓原小 4年生／家族名 橋村　優美

●銅賞　難波　夏生　志々小 6年生／家族名 難波　耕司

●銅賞　倉橋　陸　来島小 5年生／家族名 倉橋　惇

●銅賞　小野あおい　赤名小 1年生／家族名 小野めぐみ

●銅賞　水谷　春陽　赤名小 2年生／家族名 水谷千恵子

けいいちろう

なゆた

きいち

りゅうのすけ

つむぎ

あさひ

けんしん

のぞみ

なつき

りく

はる

ゆ
う
せ
い
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12月にいおりの鹿田社長を保健福祉課長が表彰 １月に後藤建設の後藤社長を町長が表彰入賞者には賞状と記念品を贈呈 日ごろの練習の成果を発揮

　

本
町
は
、元
気
に
長
く
働
け
る
職
場

の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、

「
飯
南
町
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
所
」を

認
定
し
て
い
ま
す
。今
年
度
、２
社
を

継
続
認
定
し
、表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
し
た
２
社
は
、こ
れ
ま
で
従
業

員
一
人
一
人
が
、健
康
状
態
を
維
持
し

な
が
ら
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

■（
株
）後
藤
建
設（
５
年
目
表
彰
）

　

同
社
は
、担
い
手
不
足
と
い
う
課
題

か
ら
健
康
づ
く
り
を
意
識
。社
員
を
主

役
と
捉
え
、日
頃
か
ら
の
関
係
づ
く
り

を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。朝
礼
時
の

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、職
場
全
体
で
の
取

組
を
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、社
員
自
ら

健
康
を
意
識
し
て
管
理
で
き
る
こ
と

を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

■（
有
）い
お
り（
３
年
目
表
彰
）

　

福
祉
施
設
で
は
初
め
て
の
認
定
。産

業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専

門
機
関
を
活
用
し
、職
員
一
人
一
人
に

寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま

す
。地
区
の
行
事
に
あ
わ
せ
、イ
ベ
ン
ト

を
行
う
な
ど
、利
用
者
も
職
員
も
健
康

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
職
場
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

保
健
福
祉
課

　

７
２
・
１
７
７
０

へ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
所
を
表
彰

　

第
18
回
飯
南
町
ス
キ
ー
大

会
を
、琴
引
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー

ク
ス
キ
ー
場
で
開
催
。町
内
外

か
ら
約
50
人
が
参
加
し
、優
勝

を
競
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
保
育
所
児
童
の
部

　

加
藤 　

壱
旺（
赤
名
）

●
小
学
校
１
・
２
年
女
子
の
部

　

梶
川 　

紬
葵（
志
々
）

●
小
学
校
１
・
２
年
男
子
の
部

　

福
岡 　

慶
士（
頓
原
）

●
小
学
校
３
・
４
年
女
子
の
部

　

薬
師
寺 

菜
月（
赤
名
）

●
小
学
校
３
・
４
年
男
子
の
部

　

本
田 　

悠
馬（
頓
原
）

●
小
学
校
５
・
６
年
女
子
の
部

　

石
原 　

理
子（
赤
名
）

●
小
学
校
５
・
６
年
男
子
の
部

　

水
谷 　

太
陽（
赤
名
）

●
中
学
校
全
学
年
男
子
の
部

　

奥
野　

 　

颯（
赤
来
）

●
高
校
全
学
年
男
子
の
部

　

和
久
利 

昊
生（
飯
南
）

●
一
般
男
子
の
部

　

林　

 　

宏
侑（
赤
名
S
C
）

飯
南
町
ス
キ
ー
大
会
を
開
催

　

町
内
で
の
起
業
、第
２
創
業
を
応

援
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」で
、優
秀
賞
を
選
出
し
、１
月

25
日
に
目
録
を
授
与
し
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】

さ
つ
ま
い
も
を
活
用
し
た
持
続
可

能
な
六
次
産
業
と
拠
点
づ
く
り

【
提
案
者
】

さ
つ
ま
い
も
工
房
ゆ
き
あ
か
り

（
田
中　

稔
）

　

本
プ
ラ
ン
は
、無
農
薬
の
さ
つ
ま

い
も
生
産
と
規
格
外
品
等
を
活
か

し
た
無
添
加
の
加
工
品
開
発
を
軸

と
し
た
持
続
可
能
な
6
次
産
業
化

の
実
現
、古
民
家
を
活
用
し
た
拠
点

づ
く
り
が
目
的
。本
町
の
資
源
を
活

用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

優
秀
賞
決
定

　

国
道
54
号
の
改
良
促
進
を
求
め
る

沿
線
自
治
体（
広
島
県
三
次
市
・
松
江

市
・
雲
南
市
・
本
町
）で
、「
国
道
54
号

（
三
次
〜
松
江
間
）改
良
促
進
期
成
同

盟
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、国
道
54
号
の
防
災
・
老

朽
化
対
策
を
進
め
、災
害
に
強
い
基

幹
道
路
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
。１
月
29
日
に
は
、４
市
町
の
首

長
や
議
長
な
ど
が
出
席
し
、設
立
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、連
携
し
安
全
安
心
な
道
路

整
備
促
進
を
関
係
機
関
に
求
め
、広

域
連
携
の
促
進
な
ど
、沿
線
地
域
全

体
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

国
道
54
号
改
良
促
進

期
成
同
盟
会
を
設
立

1月25日木

1月27日土

1月29日月

　

２
月
４
日
に
、野
萱
地
区
の「
K
g

a
l
l
e
r
y
」（
鐘
や
）で
、本
町
の

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
余
白
あ
り

ま
す
。」を
表
現
し
た
書
籍
「
余
白
の

中
で
。」で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た

写
真
展
を
開
催
。写
真
を
撮
影
し
た

写
真
家
の
七
咲
友
梨
さ
ん（
島
根
県

出
身
）の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
開

催
し
、撮
影
時
の
裏
話
や
本
の
制
作

で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
写
真
展
は
25

日（
日
）ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
２
、３
日
に
は
、東
京
都
世

田
谷
区
で
も
、写
真
展
を
開
催
し
、ま

ち
の
人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
や
ま

ち
の
魅
力
を
発
信
す
る
予
定
で
す
。

「
余
白
と
、あ
そ
び
と
。

と
あ
る
ま
ち
の

暮
ら
し
展
」開
催

　

町
立
中
央
図
書
館
が
郵
便
局
と

連
携
し
、郵
送
に
よ
る
貸
し
出
し

「
本
と
ま
ご
こ
ろ
」配
送
サ
ー
ビ
ス

を
試
行
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、「
人
と
本
と

の
出
会
い
を
広
げ
る
」こ
と
が
目

的
。図
書
館
に
来
館
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
し
ま
し
た
。ゆ

う
パ
ッ
ク
を
使
用
し
本
を
届
け
る

こ
と
で
、顔
を
見
て
の
声
掛
け
が
で

き
る
た
め
、安
否
確
認
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
試
行
を
踏
ま
え
、次
年
度

以
降
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会

　

７
６
・
３
９
４
４

町
立
中
央
図
書
館

「
本
と
ま
ご
こ
ろ
配
送

サ
ー
ビ
ス
」試
行

「飯南町の豊かな資源を活用して
頑張っていきたい」と田中さん（右）

会員となった各市町の首長（前列）と
議長（後列）の皆さま

七咲さん（左）から書籍の表紙に使用された
写真（中央）を寄贈していただきました

い　

お

つ
む
ぎ

け
い   

じ

な   

つ
き

ゆ
う  

ま

り    

こ

た
い 

よ
う

は
や
て

こ
う 

せ
い

ひ
ろ 

ゆ
き

2月2日 金

2月4日　～日

郵便局員が集荷し、自宅へ本を
届けます。返却時も自宅に集荷に
伺います



　４月から飯南病院での勤務が始
まり、早いものであっという間に10
カ月が過ぎました。コラムを担当す
る機会をいただいたので、今さら
ですが、少し自己紹介をさせてい
ただきます。
●経歴
　江津市出身で、大田高校を卒業
後、島根大学医学部へ入学しまし
た。医師になってからは、県内で勤

務後、昨年度は福岡にいました。勤務の関係で毎年のよ
うに引っ越しをしていたので、引っ越しは得意です。
●飯南町へ来て感じたこと
１．高齢者がお元気！
　患者さんの多くは80歳以上ですが、他の地域の同年
代の方と比べて、非常にお元気でびっくりしました。畑や
雪かきなどで体をしっかり動かすことが元気の秘訣な
のかなと考えています。

２．冬場はどきどき
　雪の話は常々聞いており、通勤は大丈夫かなと緊張し
ていました。雪対策で初めて雪かき用のスコップと長靴
を買いましたが、今のところ出番が少なくて、ほっとして
います。融雪剤の影響で、すぐ車が汚れてしまうので洗
車をよくするようになりました。
●最近していること
　「運動」と「続けること」の重要性を年々感じており、昨
年秋ぐらいから「ラジオ体操第一」を毎日してみていま
す。飽き性なので、続けやすいようにひたすら目標を小さ
くした結果、行きついた先がラジオ体操でした。意外と
続いています。全身をまんべんなく動かせるので、体が
すっきりします。

　とりとめのない内容になってしまいました。町内では
現在インフルエンザやコロナウイルス感染症が流行して
います。手洗いうがいをしながら、皆さん元気に過ごし
ましょう！

●飯南病院   72-0221 ●来島診療所   76-2309 ●保健福祉センター   72-1770

まち お ち 箱ゃもの
MACHINO OMOCHABAKO

●中山間地域研究センター　　76-2025
https://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

健康コラム
healthycol

umn

便り
飯南病院
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「県産スギ大径材を使った接着重ね材」の開発

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

今さらですが、自己紹介

飯南病院　医長
原田愛子

接着重ね材
（スギ心去り材３本を接着した例）

　県内のスギ人工林は成熟し、市場に流通する丸太は、直径40センチメートルを超える大
径材が増えつつあり、今後も増え続ける見込みですが、大径材を建築材として利用する技
術が十分に整っていないことから、まだまだ積極的には利用されていない状況です。
　当センターでは、スギ大径材を付加価値の高い建築材として積極的に利用してもらうた
め、(1)大径材から品質の高い建築材をできるだけ多く得る（歩留まりを上げる）、(2)でき
るだけ大きな規格の建築材を作る、(3)必要な強度性能を確保することを目指し、「スギ
心去り材(注1)」を貼り合わせてつくる「接着重ね材(注2)」の開発に取り組み、試験製造と
性能試験を実施しました。
　柱材を製造するような一般の製材工場でも、材料を押し付けて接着する設備（プレス
機）を整備すれば、大断面の建築材を製造することが可能になります。
　今後、試験結果をもとに「スギ大径材を使った接着重ね材」の製造マニュアルを作成
し、県内製材工場への普及・技術移転に活用します。
(注１)スギ大径材から製材する丸太の中心部を持たない材
(注２)柱寸法の角材を厚さ方向に平行に積み重ね接着することによって、より厚みのある大きな断面の建築材
　　　にしたもの

■問合せ　木材利用科　　76-3825

　町内各地に点在するさつまいも生産者協議会会員の
畑での栽培、出荷、6次産業化などを担当しています。さ
つまいもの生産拡大と技術向上に加え、販路拡大の推
進にも力をいれています。
　現在は、特に三瓶山東の原登山口の近くで、さつまい
も「森の絹」を干し芋に加工しています。これまで、干し
芋への加工しか行っていません
でしたが、昨年度の冬から焼き芋
も作り始めました。島根大学が
「美味しいさつまいもを焼くには
どうしたらいいのか」を追求し、
製作されたつぼ焼き機を使用し
て焼いています。
　さつまいも「森の絹」は、バナナ
より甘いとされる糖度が最大の
特徴です。この甘みやねっとりと

した食感を味わえる焼き芋を、三瓶山のひんやりとした
空気の中、頬張れば幸せな気分になれるのではないで
しょうか。
　干し芋も、無農薬栽培・無添加ですので、子どものお
やつにも最適です。三瓶山へ行かれる際は、ぜひ味わっ
てみてください。

　町内のさまざまな地域課題の解決に取り組む「地域おこし協力隊」の活動を紹介。
　今月は、飯南町さつまいも生産者協議会の藤谷さゆりさんの活動報告です。

●
中
央
図
書
館　

7
6・2
1
6
0

●
頓
原
図
書
館　

7
2・0
3
0
1

●
健
康
講
座

　
「
女
性
の
た
め
の
エ
イ
ジ
ン
グ
」

日
時　

3
月
6
日（
水
）14
時
〜

会
場　

来
島
交
流
セ
ン
タ
ー　

和
室

講
師　

加
瀬
部
洋
子
助
産
師

　
　
　

曽
田　

順
子
助
産
師

●
お
は
な
し
会

　
「
英
語
で
お
は
な
し
会
」

　

A
L
T
の
ジ
ョ
ー
ダ
ン
先
生
と
ラ
ン

デ
ン
先
生
が
、英
語
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。日
本
と
外
国
の
文
化
の
違
い

や
、簡
単
な
英
単
語
も
学
べ
て
、楽
し

み
な
が
ら
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

3
月
17
日（
日
）10
時
30
分
〜

会
場　

中
央
図
書
館
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

●「
一
般
向
け
雑
誌
リ
ユ
ー
ス
」

　

保
存
期
間
が
過
ぎ
た
一
般
向
け
の

雑
誌
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
当
館
で
は
、雑
誌
の
保
存
期
間
を

２
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

期
間　

3
月
1
日（
金
）〜
無
く
な
り
次

　
　
　

第
終
了

場
所　

中
央
図
書
館　

風
除
室

※
予
約
・
取
り
置
き
は
で
き
ま
せ
ん

図
書
館
探
検

飯
南
町
立
図
書
館

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

　

当
館
の「
新
着
本
案
内
」が
飯
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。皆
さ
ん
、気
に
な
る
本
が
あ
り

ま
し
た
ら
、図
書
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
新
着
本
が
入
り
次
第
、随
時
更
新
し
ま
す
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

プレス機による接着作業

干し芋の選別作業11月のおはなし会の様子 焼き芋用のつぼ焼き機

しん　さ



くらしの 掲 示 板くらしの 掲 示 板

求 人 情 報

飯南町無料職業紹介所   　 76-2864
（役場まちづくり推進課内）

　直近１カ月に受け付けた求人を紹介します。詳しい内容
を知りたい方、このほかの求人情報をご覧になりたい方は、
お問い合わせください。求人情報の閲覧のみも可能です。

※表示のない市外局番は「0854」です

72-0214（福）友愛会
看護職員（正職員）
59歳以下、看護師・準看護師（いずれか）、普通自動車運転免許 ２人フル

介護職員（正職員）
18歳以上、普通自動車運転免許 フル ４人

調理職員【愛寿園】【琴引の里】
59歳以下 ２人フル

介護支援専門員　【愛寿園】【琴引の里】
59歳以下、介護支援専門員、普通自動車運転免許 フル １人

介護職員（臨時職員）
普通自動車運転免許 フル ２人

介護職員（パート職員）
普通自動車運転免許

２人パート

2024.2（No.230）1213

76-3711オージェイケイ（株）島根工場
プラスチックシート製造オペレーター
59歳以下 ４人フル

72-0147頓原精機（株）
機械オペレーター
特になし １人フル

72-0102（有）ホリエ
農林業機械の修理、販売
64歳以下、普通自動車運転免許（AT限定不可） １人フル

76-3245（株）カゲヤマ産業
土木作業・重機オペレーター
65歳以下、普通自動車運転免許（AT限定不可） １人フル

76-2359（有）正木建設
土木作業員
64歳以下、普通自動車運転免許（AT限定不可） １人フル

76-3511田村工業（有）
土木作業員・重機オペレーター及び建築作業員
64歳以下、普通自動車運転免許 ３人フル

56-0422（株）安部
土木作業員
69歳以下、普通自動車運転免許（AT限定不可） ２人フル

76-3944飯南町公民館協議会
公民館事務
18歳以上、普通自動車運転免許、パソコン基本操作、
社会教育・生涯学習の推進・地域づくり等に意欲を
持って取り組める人

１人

76-2214地域おこし協力隊（産業振興課）

（一社）飯南町観光協会での事業の運営・展開・企画
立案など
20代～30代で、３大都市圏と都市地域等から飯南町
に住民票を異動することができる人

１人フル

76-2214地域おこし協力隊（産業振興課）

飯南町大しめなわ創作館での伝統文化の継承、
創作しめ縄を通じた「しめ縄」産業の拡大など
20代～40代で、３大都市圏と都市地域等から飯南町
に住民票を異動することができる人

１人フル

76-2864地域おこし協力隊員（まちづくり推進課）

飯南高校魅力化コーディネーターとして、特色ある
教育の推進、生募集活動など
20歳以上で、３大都市圏と都市地域等から飯南町に
住民票を異動することができる人

１人フル

72-0103（株）後藤建設
現場技術者・建築施工管理技術者・土木施工管理技術者
64歳以下、普通自動車運転免許（AT限定不可） １人各フル

①
相
続（
遺
言
も
含
み
ま
す
。）で
不
動

産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、そ
の
所

有
権
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
場
合
、こ
れ

に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続

人
は
、遺
産
分
割
が
成
立
し
た
日
か

ら
３
年
以
内
に
、相
続
登
記
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

①
②
と
も
、正
当
な
理
由
な
く
相
続

登
記
を
し
な
い
場
合
は
、10
万
円
以
下

の
過
料（
行
政
上
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
）が
適

用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、令
和
６
年
４
月
１
日
以
前
に

相
続
が
開
始
し
て
い
る
場
合
も
、３
年

の
猶
予
期
間
が
あ
り
ま
す
が
、義
務
化

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局

　

８
５
３
・
２
１
・
０
７
２
１

相
続
の
登
記
申
請

義
務
化

　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
の
老
後
の

生
活
の
安
定
な
ど
を
目
的
と
し
た
、農

業
者
だ
け
が
加
入
で
き
る
、積
立
方
式

の「
農
業
者
の
た
め
の
年
金
」で
す
。

●
加
入
要
件

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

・
60
歳
未
満
の
人

　

農
業
経
営
者
を
は
じ
め
、自
分
名
義

の
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者

や
、配
偶
者
、後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従

事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

７
６
・
２
２
１
４

「
農
業
者
年
金
」

加
入
者
募
集

　

自
死
対
策
強
化
月
間
は
、一
人
一
人

が
自
死
に
つ
い
て
の
理
解
や
関
心
を
深

め
、自
分
や
周
り
の
人
の
心
の
健
康
や

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の

月
間
で
す
。

　

自
死
は
、様
々
な
悩
み
に
よ
り
心
理

的
に「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」で
あ

り
、誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。

　

悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
、ま
ず
は
誰
か
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。　

　

身
近
な
方
の
悩
み
に
気
づ
い
た
ら
、

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、悩
み
に
耳

を
傾
け
、専
門
家
へ
の
相
談
を
す
す
め
、

優
し
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
島
根
い
の
ち
の
電
話
】

　

０
８
５
２
・
２
６
・
７
５
７
５

平
日　

９
時
〜
22
時　

土
曜　

９
時
〜
24
時

日
曜　

０
時
〜
22
時

（
年
中
無
休
）

問
合
せ

保
健
福
祉
課　
　

７
２
・
１
７
７
０

雲
南
保
健
所　
　

４
２
・
９
６
４
２

３
月
は
自
死
対
策

強
化
月
間

●
毎
週
金
曜
日
発
行

●
購
読
料　

月
７
０
０
円（
税
・
送
料
込
）

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

７
６
・
２
２
１
４

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

農
業
専
門
紙「
全
国
農
業
新
聞
」

●
募
集
施
設　

学
生
会
館（
個
室
）

●
寮
費
等　

月
額
６
万
６
千
円（
朝
・
夕

食
付
）※
自
室
電
気
料
別

入
寮
費
12
万
か
15
万（
入
寮
時
納
付
）

●
募
集
人
員　

15
人
程
度

●
応
募
資
格　

島
根
県
で
生
活
経
験
が

あ
り
、大
学
・
短
大
・
大
学
院
・
高
専（
４

年
生
以
上
）・
専
修
学
校（
専
門
課
程
）に

在
学
中
か
令
和
６
年
度
進
学
希
望
者

●
受
付
期
限　

３
月
31
日（
日
）

●
願
書
提
出
先　

在
学
す
る
高
校
か
出

身
高
校　

※
大
学
等
在
学
者
は
島
根
県

育
英
会

　

詳
細
は
島
根
県
育
英
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

（
公
財
）島
根
県
育
英
会

　

０
８
５
２
・
２
８
・
１
９
８
１

島
根
県
育
英
会

大
阪
学
生
会
館

令
和
６
年
度
入
寮
生
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、ス
ポ
ー
ツ

活
動
、文
化
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、地
域
活
動
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
な
ど
の
団
体
活
動
に
お
け
る
事
故
を

補
償
す
る
制
度
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、草
野
球
チ
ー
ム
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、地
域
美
化
活
動
団
体
、

学
童
保
育
な
ど
多
く
の
団
体
が
採
用
し

て
い
ま
す
。

●
対
象　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
な
ど

を
行
う
４
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

と
個
人

●
保
険
期
間　

令
和
6
年
４
月
１
日
〜

令
和
７
年
３
月
31
日（
年
度
中
途
に
加

入
し
た
場
合
は
、加
入
手
続
日
の
翌
日

か
ら
）

※
保
険
の
詳
し
い
内
容
、資
料
の
請
求

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　

０
３
・
５
５
１
０
・
０
０
３
３

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

松江地方法務局
ホームページ

令和６年
4月～

島根県育英会
ホームページ

スポーツ安全協会
ホームページ

島根いのちの電話



高
知
県
津
野
町
か
ら
の
視
察
団

　

２
月
５
日
、６

日
に
、中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー

基
地
の
高
知
県
津

野
町
か
ら
視
察
団

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

津
野
町
は
、高
知

県
の
北
西
・
四
国
山

脈
に
位
置
し
、石
灰

岩
が
溶
け
て
で
き

た
凹
凸
の
あ
る
地

形「
カ
ル
ス
ト
台
地
」が
特
徴
の
町
で
す
。全
国

の
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
中
で
最
も
標
高
の
高
い

セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て
も
有
名
で
、ロ
ー
ド
の

あ
る
天
狗
高
原
は
見
晴
ら
し
抜
群
で
す
。

　

視
察
１
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、次
第
に
雪
に
変
わ
り
、予
定
通
り
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
を
体
験
。同
じ
く
雪
の
積
も
る

津
野
町
の
新
た
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
参

考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

森林セラピー通信

森のたより

　

２
日
目
は
、両
町
の
事
例

紹
介
や
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。津
野
町
で
は
、世
に

も
珍
し
い
四
国
カ
ル
ス
ト
目

当
て
に
観
光
客
が
激
増
し
、

自
然
環
境
や
景
観
な
ど
に
影

響
を
及
ぼ
す「
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
」へ
の
対
策
が

課
題
と
し
て
あ
る
よ
う
で

す
。チ
ッ
プ
敷
に
ガ
イ
ド
以

外
の
参
加
者
を
募
る
な
ど
し
て
い
る
飯
南
町

の
事
例
に
、皆
さ
ん
興
味
津
々
で
し
た
。参
加

者
も
巻
き
込
ん
で
、景
観
保
全
や
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
の
修
繕
を
行
う
こ
と
で
愛
着
も
湧
く

で
し
ょ
う
し
、一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
。今
後

も
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遅
ま
き
の
新
年
会
を
開
催

　

２
月
４
日
に
は
、新
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
。当
日
は
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
養
成
講
座
生
ま

で
参
加
。森
林
セ
ラ
ピ
ー
創
生
期
の
昔
話
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。ま
た
、

今
後
の
オ
プ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
ア
イ
デ
ア
が
10
個
も
出

て
く
る
な
ど
、流
石
は
ガ
イ

ド
さ
ん
。「
も
っ
と
こ
う
し

た
ら
い
い
！
」「
や
っ
て
み

た
い
」「
こ
れ
が
代
用
で
き

る
の
で
は
？
」な
ど
、活
発

な
意
見
交
換
に
今
後
が
楽

し
み
な
ひ
と
時
で
し
た
。

（
川　

西
）

（
上
来
島
）

（
上
赤
名
）

（
赤　

名
）

（
川　

西
）

（
上
来
島
）

（
野　

萱
）

（
敷　

波
）

お
名
前

親
族

地
区

（66）（86）（91）（95）（96）（86）（100）（95）
田
村
昭
雄

ユ
キ
コ

勝

人

正　

道
孝　

紀　

惠

横
路
盛
男

秀　

夫

那
須　

好
治
様

松
田　
　
　

様

三
上　

久
富
様

金
藤　

朋
治
様

安
部　

順
子
様

中
岡　

克
海
様

藤
原　

政
子
様

石
田　

文
子
様

1
月
届
出
分

（一社）飯南町観光協会
　76-9050

2024.2（No.230）1415

文
化
を
感
じ
る
ま
ち
へ

飯
南
町
文
化
協
会

事
務
局（
教
育
委
員
会
内
）　

7
6
・
3
9
4
4

飯
南
町
文
化
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
の
活
動
を
紹
介
。

本
コ
ー
ナ
ー
最
後
の
今
月
は
、事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
飯
南
町
文
化
協
会
加
盟
の

20
団
体（
休
止
団
体
を
除
く
）を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。興
味
の
あ
る
団
体
は
あ
り

ま
し
た
か
？

　

文
化
協
会
で
は
、加
盟
団
体
の
活
動
だ

け
で
な
く
、所
属
し
て
い
る
人
同
士
で
の

交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。令
和
５
年
度
の
活

動
で
は
、参
加
希
望
者
で
視
察
研
修
を
実

施
。奥
出
雲
町
の「
多
根
自
然
博
物
館
」

や
、安
来
市
の「
加
納
美
術
館
」を
訪
れ
ま

し
た
。多
根
自
然
博
物
館
で
は
恐
竜
の
化

石
や
宝
石
が
、加
納
美
術
館
で
は
人
形
や

水
墨
画
が
展
示
さ
れ
、一
つ
一
つ
の
作
品
に

参
加
者
も
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

　

３
月
10
日（
日
）に
は
、来
島
交
流
セ
ン

タ
ー
で「
文
化
協
会
交
流
会
」を
開
催
し

ま
す
。交
流
会
で
は
、団
体
の
発
表
や
作

品
の
展
示
な
ど
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。興
味

が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い（※

申

込
不
要
）。ま
た
、文
化
協
会
に
興
味
が
あ

る
人
は
、文
化
協
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

「
野
球
し
よ
う
ぜ
！
体
験
会
」

　

鋭
い
ス
イ
ン
グ
で
打
球
を
飛
ば
す
ワ

イ
ル
ド
ボ
ア
ー
ズ
の
渡
部
琉
生
さ
ん

（
下
来
島
）。こ
の
日
は
、野
球
体
験
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

体
験
会
は
大
谷
翔
平
選
手
か
ら
町

内
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
グ
ロ
ー
ブ
の

お
披
露
目
に
併
せ
開
催
。今
回
の
寄
贈

を
き
っ
か
け
に
、広
く
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。

頓
原
公
民
館
短
歌
教
室　
一
月
詠
草

「秀峰写真クラブ」の展示（令和4年度交流会）「島根オカリナこもれび」の演奏（令和4年度交流会）

安
部　

徳
則

石
川　
　

隆

大
野　

順
子

奥
田　

博
昭

景
山　

牧
栄

景
山　
　

稔

片
岡　

千
鳥

塩
田
美
代
子

千
葉
ト
ミ
ヱ

本
間　

啓
美

烏
田　

勝
信

 令和4年度
「家族でつくる人権標語」優秀作品から

なんでなの？
　　　同じ人間
　　　　　　　戦うの

　標語に込められた想いをみんなで
意識し、差別や偏見のない明るいま
ちづくりをめざしましょう。

年
の
瀬
に
旧
知
の
友
と
飲
む
酒
は
八
十
路
の
坂
を
越
え
る
礎

牡
鹿
の
み
ご
と
な
る
角
残
し
つ
つ
解
体
処
理
は
敬
意
を
は
ら
い

と
り
あ
え
ず
辰
の
背
中
に
跳
び
乗
り
て
進
ん
で
み
よ
う
！
決
め
た
初
春

何
気
な
く
車
内
で
聞
く
出
雲
弁
つ
い
微
笑
ん
で
心
ほ
の
ぼ
の

団
塊
の
世
代
の
我
ら
仲
間
入
り
後
期
高
齢
さ
あ
折
り
返
し

暖
冬
の
師
走
半
ば
に
安　

し
て
一
夜
の
雪
に
慌
て
ふ
た
め
く

年
始
客
十
数
名
を
お
持
て
成
す
昭
和
の
正
月
浮
か
び
懐
か
し

一
言
を
添
え
る
友
へ
の
年
賀
状
お
元
気
で
す
か
又
会
い
ま
し
ょ
う

簗
に
入
り
早
や
冬
眠
か
池
の
鯉
姿
見
え
ね
ど
尾
鰭
の
動
く

見
上
ぐ
れ
ば
雲
間
に
の
ぞ
く
昼
の
月
ゆ
っ
く
り
行
け
と
諭
さ
れ
し
ご
と

木
枯
ら
し
が
空
を
鳴
ら
し
て
吹
き
乱
れ
雪
の
嵐
を
呼
び
込
ま
ん
と
す

い
し
ず
え

ほ
ほ
え

は
つ
は
る

ひ
と  

よ

や
な

赤名小学校　4年 倉橋　依未さん
赤来中学校　１年 倉橋　沙和さん

　家族名　直之さん

え　み

さ わ

る　

  

い



2024.2 N
o.230  令

和
6年
2月
20日

　
発
行
／
飯
南
町
　
編
集
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
〒
690-3513  島

根
県
飯
石
郡
飯
南
町
下
赤
名
880　

電
話（
0854）76-2864  FA

X（
0854）76-2221　

https://w
w
w
.iinan.jp/

広
報

教育 健康・保健 文化・体育 その他3
2024

230

まちのスケジュール

し尿汲取り日

ごみ収集日

［クリーン㈱］　 72-1401（頓原地域）
［クリーン㈱］　 76-2441（赤来地域）

決められた日時を
必ずお守りください。

収集地区 収集日 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

25日（月）
27日（水）
26日（火）
18日（月）
21日（木）
19日（火）

11日（月）
13日（水）
12日（火）
4日（月）
6日（水）
5日（火）

20日（水）

27日（水）

頓原連坦地
八神連坦地
連坦地以外
赤名連坦地
来島連坦地
連坦地以外

汲取り地区
頓原・志々
赤　名
来　島

汲取り日
　6日（水）
22日（金）
13日（水）

8日（金）
27日（水）
16日（土）

資源物

［いいしクリーンセンター］　 72-9217

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

町の人口　4,467人（前月比-15人）  世帯数2,011戸　R6.2.1 現在 スマホで
広報誌を
読んでみ
ませんか

頓　

原

赤　

来

しまね家庭の日
おはなし会【英語で楽しもう】(中央図書館）

歴史文化講演会【100年レールの駅舎】
（赤名改善センター）

国民健康保険料納期限
はぴこ無料結婚相談会（役場本庁舎）※予約制

後期高齢者医療保険料納期限

飯南高卒業式

ほっと。Café（来島保健センター）

1歳6ヵ月児・3歳児健診（保健福祉センター）

飯南ラボフォーラム（赤名改善センター）

小学校卒業式

フラワーアレンジメント教室（赤名改善センター）

みんなの広場映画祭（来島交流センター）

図書館健康講座（来島交流センター）

公立高校一般選抜試験

中学校卒業式

ほっと。Café（来島保健センター）

飯南三校合同定期演奏会（ふれあいホールみせん）

修了式（小中学校）
終業式（飯南高）

保育所育了式

春分の日

　

先
日
、娘
が
は
た
ち
の
集
い（
旧
成
人
式
）

に
出
席
し
ま
し
た
。ま
だ
高
校
生
の
息
子
も

い
ま
す
け
ど
、20
年
間
の
子
育
て
は
、長
い

よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
な
と
感
じ

て
い
ま
す
」と
話
す
平
田
恵
さ
ん
。家
族
４

人
、松
江
市
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

16
歳
で
長
女
を
出
産
し
、18
歳
で
結
婚

し
た
平
田
さ
ん
。初
め
て
の
子
育
て
は
仕

事
と
の
両
立
も
あ
り
、大
変
だ
っ
た
と
言

い
ま
す
。そ
れ
で
も
、夫
の
章
悟
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、同
居
し
て
い
た
両
親
や
義
父
母

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
笑
顔
で
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。

　
「
飯
南
町
の
こ
と
は
好
き
で
し
た
し
、

ず
っ
と
住
む
つ
も
り
で
し
た
け
ど
、夫
の
仕

事
で
松
江
市
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」と
平
田
さ
ん
。家
族
４
人
で
ま
た
新

た
な
生
活
と
な
り
ま
し
た
が
、マ
マ
友
や
趣

味
の
安
来
節
で
知
り
合
っ
た
方
々
と
の
交

流
も
あ
り
、徐
々
に
生
活
に
慣
れ
て
き
た
そ

う
。「
２
年
前
、こ
ち
ら
に
家
も
建
て
ま
し

た
。今
後
、飯
南
町
で
生
活
す
る
こ
と
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。そ

れ
で
も
飯
南
町
に
愛
着
は
あ
る
と
平
田
さ

ん
。「
夫
の
実
家（
下
来
島
）の
田
植
え
や
稲

刈
り
に
は
手
伝
い
に
行
き
ま
す
し
、毎
月
の

よ
う
に
帰
省
し
て
い
ま
す
。支
え
ら
れ
て
き

た
分
、私
な
り
に
何
か
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」と
続
け
ま
す
。

　
「
娘
は
働
き
始
め
ま
し
た
し
、息
子
も
後

２
年
で
高
校
卒
業
。も
う
少
し
し
た
ら
、子

育
て
が
一
段
落
し
ま
す
」と
話
す
平
田
さ

ん
。最
近
は
、今
後
の
生
活
を
考
え
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
。「
結
婚
し
た
時
か
ら
あ
ま
り

夫
と
２
人
の
時
間
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。こ

れ
か
ら
は
、旅
行
に
出
掛
け
た
り
、お
酒
を

楽
し
ん
だ
り
で
き
れ
ば
い
い
か
な
」と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

周
り
の
人
に

支
え
ら
れ
て

平田　　恵
（旧姓：若林）

31
このまちに住んで
いようと、なかろう
と、ルーツをたどれ
ば飯南町。生まれや
育ちは違っても、飯
南町に縁やゆかり
がある。そんな人た
ちを紹介します。今
回登場した人が次
の人を指名。つなが
り続くよどこまで
も。

飯南町赤名出身。飯
南高校の同級生だっ
た夫、章悟さんと18
歳の時に結婚。24歳
の時に章悟さんの仕
事の関係で松江市に
移住。現在は、飲食店
に勤務しながら、趣
味の安来節を楽しむ
（37歳）

小学４年生から30年近く続けてい
る安来節（民謡）。今でも、安来節飯
南支部に所属し、月に２回程度飯南
町内で練習をしているそう。「毎年、
来島地区文化祭で披露する機会を
いただいています。今後も続けてい
きたいです」と話していました。特集  みんなで考える脱炭素のまち

野球しようぜ！体験会野球しようぜ！体験会野球しようぜ！体験会
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笑顔あふれるまち  飯南町

ひらた けい


